
選定リストの見方

■ 選定リストには「兵庫県ランク」を示し、ランクに応じ色分けをした。

■ 「環境省ランク」は環境省第 4次レッドリスト(2012 年 8 月)に基づいて整理した。なお、カ

テゴリーは下表のとおりである。

EX (絶滅) 我が国ではすでに絶滅したと考えられる種

EW (野生絶滅) 飼育・栽培下でのみ存続している種

CR+EN (絶滅危惧 I類) 絶滅の危機に瀕している種

CR (絶滅危惧 IA類) ごく近い将来における野生での絶滅の危険性が極めて高

いもの

EN (絶滅危惧 IB類) IA 類ほどではないが、近い将来における野生での絶滅の

危険性が高いもの

VU (絶滅危惧 II類) 絶滅の危険が増大している種

NT (準絶滅危惧) 現時点での絶滅危険度は小さいが、生息条件の変化によっ

ては「絶滅危惧」に移行する可能性のある種

DD (情報不足) 評価するだけの情報が不足している種

LP (絶滅のおそれのある

地域個体群)

地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの

■ 選定種の写真は県内で撮影されたものを中心に使用したが、入手ができなかった場合は県外

のものを掲載し、その旨を記した。

■ 「主要な選定理由」の凡例は以下のとおりで、該当する理由を○または△で示した。なお、

用いた略号は下表のとおりである。

○･････選定の理由として特に大きいもの

△･････少し弱いが選定理由としてあげられるもの

激減： 個体数激減

分布： 分布域に影響

人為性

捕獲： 営利目的捕獲

環境： 特殊生息環境特殊性： 生息環境の特殊性

（生息基盤の脆弱性） 孤立： 地域的孤立

極限： 分布が極限

限界： 分布の限界

学術性

希少： 希少



■ 「県内分布」は、今回までの調査で収集した記録を現在の市町区分に基づき表記した。なお、

分布図は平成の大合併以前の旧市町区分により作成した。地域区分及び新旧市町区分の対応

は下表のとおりである。

地域区分
市町区分
（県内分布）

旧市町区分
（分布図）

地域区分
市町区分
（県内分布）

旧市町区分
（分布図）

神戸・阪神 神戸市 神戸市 但馬 豊岡市 豊岡市

尼崎市 尼崎市 城崎郡 城崎町

西宮市 西宮市 城崎郡 竹野町

芦屋市 芦屋市 城崎郡 日高町

伊丹市 伊丹市 出石郡 出石町

宝塚市 宝塚市 出石郡 但東町

川西市 川西市 養父市 養父郡 八鹿町

三田市 三田市 養父郡 養父町

川辺郡 猪名川町 川辺郡 猪名川町 養父郡 大屋町

播磨東部 加古川市 加古川市 養父郡 関宮町

明石市 明石市 朝来市 朝来郡 生野町

高砂市 高砂市 朝来郡 和田山町

加古郡 稲美町 加古郡 稲美町 朝来郡 山東町

加古郡 播磨町 加古郡 播磨町 朝来郡 朝来町

西脇市 西脇市 美方郡 香美町 城崎郡 香住町

多可郡 黒田庄町 美方郡 村岡町

三木市 三木市 美方郡 美方町

美嚢郡 吉川町 美方郡 新温泉町 美方郡 浜坂町

小野市 小野市 美方郡 温泉町

加西市 加西市 丹波 篠山市 多紀郡 篠山町

加東市 加東郡 社町 多紀郡 西紀町

加東郡 滝野町 多紀郡 丹南町

加東郡 東条町 多紀郡 今田町

多可郡 多可町 多可郡 中町 丹波市 氷上郡 柏原町

多可郡 加美町 氷上郡 氷上町

多可郡 八千代町 氷上郡 青垣町

播磨西部 姫路市 姫路市 氷上郡 春日町

飾磨郡 家島町 氷上郡 山南町

飾磨郡 夢前町 氷上郡 市島町

神崎郡 香寺町 淡路 洲本市 洲本市

宍粟郡 安富町 津名郡 五色町

神崎郡 神河町 神崎郡 神崎町 南あわじ市 三原郡 緑町

神崎郡 大河内町 三原郡 西淡町

神崎郡 市川町 神崎郡 市川町 三原郡 三原町

神崎郡 福崎町 神崎郡 福崎町 三原郡 南淡町

相生市 相生市 淡路市 津名郡 津名町

たつの市 龍野市 津名郡 淡路町

揖保郡 新宮町 津名郡 北淡町

揖保郡 揖保川町 津名郡 一宮町

揖保郡 御津町 津名郡 東浦町

赤穂市 赤穂市

宍粟市 宍粟郡 山崎町

宍粟郡 一宮町

宍粟郡 波賀町

宍粟郡 千種町

揖保郡 太子町 揖保郡 太子町

赤穂郡 上郡町 赤穂郡 上郡町

佐用郡 佐用町 佐用郡 佐用町

佐用郡 上月町

佐用郡 南光町

佐用郡 三日月町


